
第２回滋賀県総合教育会議報告（２０１７－７－２５） 

  ヴォーリズ学園の「連携教育」について 

 

                  近江兄弟社高等学校長 藤澤俊樹 

 

（１）はじめに 

  ヴォーリズ学園（園児・児童・生徒数合計⇒２４４８名） 

   近江兄弟社高校（１１１０名） 近江兄弟社中学校（４８１名） 

   近江兄弟社小学校（１１１名） 

   ※他に 近江兄弟社ひかり園・金田東保育園・安土保育園 

       もりの風こども園・そらの鳥こども園 

       安土学童ひまわりクラブ・物部児童クラブ室・小津児童クラブ 

 室・玉津児童クラブ室 （小計７４６名、内学童３６３名） 

  

（２）「一貫教育」を模索したが・・・ 

  ○内部進学の状況 

  ○「一貫教育」って何？ →「一貫教育」の功罪 

   「視野狭窄」⇔「学校が好き！」 

  ※私学はニーズに応え、ニーズを拡げることが生命線 

  

（３）「連携教育」の推進 

  ○「高大連携教育」から見えること 」 

    大学に入学しても・・・？   ⇒「学ぶことが好き！ 

  ○地域中学校との連携  

⇒単位制課程（ヒューマンネイチャークラス） 

（適応教室）「人間が好き！」 

  ○地域との連携 

    地域「ロータリークラブ」との連携 

    市内高校との連携 →「地域創生」 

  

（４）終わりに 

  中高の連携軸は「学園が好き！ 学ぶことが好き！ 人間が好き！」 

  →高校学校目標「ヴォーリズの生き方に学び、『地の塩・世の光』たる 

自分を自覚し、育んだ『こころざし』を胸に一歩踏み出す」    

●宗教教育改革・国際人教育→リベラルアーツ教育 

   ●総合科目「ヴォーリズアワー」、合科科目「ＡＳＣ」 

資料３ 


